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高
山
は
、
国
土
地
理
院
の
二
万
五
千
分
の

地
図
に
山
名
は
載
っ
て
い
な
い
が
、
自
神
山

地
の
一
角
に
あ
り
、
近
年
、
峨
龍
峡
と
併
せ

て
整
備
さ
れ
た
里
山
で
あ
る
。

十
月
二
十
二
日

（土
）、
秋
田
北
イ
ン
タ
ー

集
合
の
メ
ン
バ
ー
は
、
三
台
に
分
乗
し
て
午

前
七
時
二
十
分
出
発
。
降
り
始
め
た
雨
は
途

中
か
ら
ワ
イ
パ
ー
が
激
し
く
動
く
こ
と
も
あ

つ
た
が
、
自
神
山
地
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
藤

里
館
に
到
着
す
る
頃
に
は
止
ん
で
く
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
背
後
に
あ
る
温
泉
宿
南
側
、
登

山
口
入
り
口
ま
で
車
を
進
め
る
。
こ
こ
が
縦

走
し
て
来
て
下
山
す
る
場
で
あ
る
こ
と
を
全

員
で
確
認
し
て
か
ら
い
つ
た
ん
県
道
に
戻
り
、

峨
瀧
大
滝
手
前
右
側
の
山
道
を
十
分
程
車
を

走
ら
せ
る
。
「高
山
山
頂
入
口
二
ｋ
ｍ
」
の
表

示
の
あ
る
自
木
角
柱
の
場
所
に
九
時
に
到
着
。

佐
藤
Ｇ
じ
、
鎌
田
両
会
員
は
、
す
ぐ
に
先
程

確
認
し
た
下
山
予
定
場
所

へ
車
を

一
台
廻
し

に
行
き
、
戻
っ
て
来
る
こ
と
に
な
る
。

二
人
が
追
い
つ
く
ま
で
、
ゆ
っ
く
り
歩
を

進
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。

雨
は
ほ
と
ん
ど
降
つ
て
い
な
い
が
、
ザ
ッ

ク
カ
バ
ー
に
傘
を
準
備
し
出
発
す
る
。
な
だ

ら
か
な
杉
林
の
林
道
か
ら
四
十
分
ほ
ど
で
左

に
折
れ
、
い
よ
い
よ
登
り
と
な
る
。
急
坂
は

丸
太
摸
擬
木
の
ス
テ
ツ
プ
階
段
が
取
り
付
け

ら
れ
て
い
て
、
び
つ
く
り
す
る
ほ
ど
整
備
さ

れ
て
い
た
。

後
続
の
二
人
も
追
い
つ
き
、
木
洩
れ
日
も

射
す
天
気
と
な
っ
て
き
た
。
落
葉
し
た
梢
越

し
に
遠
方
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
り
、
山
々

の
紅
葉
、
笹
の
青
さ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
心

地
よ
く
癒
さ
れ
る
。
杉
林
を
い
つ
た
ん
下
り
、

笹
原
を
登
り
詰
め
る
と
視
界
が
広
が
り
、
そ

こ
が
標
高
三
六
人
。人
米
高
山
の
頂
上
で
あ

つ
た
（十
時
）。

早
速
、
自
神
山
地
の
山
々
確
認
研
究
会
に

な
つ
た
。
答
え
は
、
す
ぐ
そ
ば
に
立
派
な
案

内
の
写
真
入
石
版
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
駒

ケ
岳
、
長
場
内
岳
な
ど
は
っ
き
り
と
確
認
で

き
た
。

記
念
写
真
を
撮
り
、
十
時
二
十
分
下
山
開

始
。
登
っ
て
来
た
方
向
の
反
対
側

（南
）

ヘ

笹
原
を
突
っ
切
り
、
ジ
グ
ザ
グ
の
急
な
木
階

段
を
降
り
て
い
く
。
雨
の
心
配
は
消
え
、
里

山
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
下
る
と
、
間
も

な
く
、
ブ
ナ
、
ナ
ラ
の
林
と
な
り
、
四
十
分

ほ
ど
で
駐
車
場
の
温
泉
に
着
い
た
。

佐
藤
（博
）、
鎌
田
の
両
会
員
に
車
廻
送
を

お
願
い
し
て
、
我
々
は
セ
ン
タ
ー
ま
で
を
十

分
ほ
ど
を
歩
く
。
二
人
を
待
ち
、
全
員
で
セ

ン
タ
ー
を
見
学
後
、
軒
下
の
場
所
を
お
借
り

し
て
昼
食
を
楽
し
ん
だ
。

午
後
か
ら
は
、
上
流
の
藤
琴
田
中
の
権
現

の
大
銀
杏
と
峨
瀧
大
滝
、
南
下
し
て
藤
里
町

大
沢
に
あ
る
水
神
様
の
大
ケ
ヤ
キ
等
の
樹
木

巡
り
を
す
る
。
こ
こ
で
鎌
田
会
員
が
、
ニ
ツ

井
町
五
輪
坂
の
高
岩
神
社

へ
寄
ろ
う
と
提
案

が
あ
り
、
全
員
で
行
く
こ
と
に
し
た
。

高
岩
神
社
ま
で
の
約
二
粁
の
参
道
に
は
、

杉
の
大
樹
や
奇
岩
が
数
多
く
あ
り
、
高
岩
神

社
と
高
岩
山
は
、
メ
イ
ン
の
高
山
と
は
別
の

印
象
的
な
山
行
と
な
つ
た
。

山
中
深
く
に
山
の
斜
面
に
せ
り
出
す
よ
う

に
し
て
、
ま
る
で
清
水
寺
の
よ
う
な
舞
台
造

の
神
社
が
あ
つ
た
。
神
社
の
岩
場
を
登
り
、

山
頂
と
思
わ
れ
る
地
点
着
。
巨
岩
、
奇
岩
の

岩
山
、
ス
リ
ル
満
点
の
岩
山
か
ら
の
紅
葉
と

日
本
海
方
向

へ
の
展
望
な
ど
を
バ
ツ
ク
に
写

真
を
撮
り
合
っ
た
。

暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
、
ま
ず
ま
ず
の
お
天

気
の
一
日
に
全
員
満
足
顔
で
下
山
。
十
五
時

二
十
分
秋
田
北
イ
ン
タ
ー
向
け
出
発
、
帰
路

に
つ
い
た
。

参
加
者
　
佐
々
木
（民
）

今
野
（昌
）

鎌
田

佐
藤
（博
）

高
橋
（忠
）

石
川
　
柴
田
（勧
）

伊
藤
（秀
）

佐
々
木
（長
）

鈴
木
（裕
）

会
員
外
　
藤
田
（正
）

柴
田
（路
）

高山山頂にて
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高
山
は
藤
里
町
の
里
山
で
、
平
成
十

一
年

に
標
柱
や
四
阿
屋
、
歩
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

ハ
イ
キ
ン
グ
最
適
の
山
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。

登
山
口
は
峨
瀧
峡
の
林
道
か
ら
と
湯
ノ
沢

温
泉
か
ら
あ
り
、
縦
走
も
可
能
で
あ
る
。
車

一
台
湯
ノ
沢
温
泉
側
に
デ
ポ
し
、
林
道
分
岐

に
駐
車
。

こ
こ
か
ら
南
に
延
び
た
林
道
を
行
く
と
標

柱
の
立
つ
登
山
口
に
着
く
。
こ
の
先
登
り
と

な
る
が
、
木
段
を
あ
が
る
と
山
頂
か
ら
東
に

延
び
た
尾
根
上
に
で
る
。
雑
木
林
の
尾
根
筋

を
行
く
と
視
界
が
開
け
、
四
阿
屋
や
ベ
ン
チ
、

石
碑
の
あ
る
広
々
と
し
た
展
望
抜
群
の
山
頂

に
着
く
。
下
山
は
気
持
ち
の
良
い
笹
地
を
下

り
、
雑
木
林
や
杉
林
の
斜
面
を
下
り
る
と
湯

ノ
沢
温
泉
の
登
山
口
に
出
る
。

高
岩
山
は
、
一
一ツ
丼
荷
上
場
の
信
仰
の
山
。

こ
の
山
は
、
対
岸
に
あ
る
七
座
山
と
同
じ
く

岩
峰
を
有
し
、
そ
の
真
下
に
は
床
組
高
く
、

ま
る
で
清
水
寺
の
形
を
な
す
立
派
な
高
岩
神

社
が
あ
る
。

神
社
の
脇
の
岩
場

（穴
ぼ
こ
多
し
）
に
は

諸
処
の
神
々
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
三
吉
大
神

の
石
碑
も
あ
っ
た
。
す
ぐ
裏
に
篭
目
岩
の
大

岩
が
あ
り
、
十
分
ほ
ど
で
山
頂
に
至
る
。

山
頂
少
し
手
前
に
女
御
殿
岩
の
頭
に
で
る

が
、
こ
こ
に
は
大
日
如
来
の
石
像
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
ンビ
」か
ら
の
展
望
は
抜
群
で
あ
る
。

ま
た
、
分
岐
か
ら
の
岩
峰
は
男
御
殿
岩
で
、

十
米
程
の
垂
壁
の
岩
で
ク
サ
リ
は
あ
る
が
、

高
齢
者
や
初
心
者
は
登
ら
な
い
方
が
良
い
。

狭
い
山
頂
に
も
大
日
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

高
岩
山
は
高
山
と
共
に
小

さ
な
里
山
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
注
目
さ
れ
ず
、
登
山
界
で

は
知
ら
れ
ず
の
山
で
あ

っ

た
が
、
歴
史
的
に
も
価
値
が

あ
り
、
秋
田
の
隠
れ
て
い
た

山
の

一
つ
で
も
あ
る
。

参
考
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

高
岩
神
社
は
、
平
安
時
代
に
自
覚
大
師
が

開
い
た
と
さ
れ
、
中
世
に
は
修
験
僧
の
修
行

の
場
と
し
て
多
く
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い

た
。
境
内
に
は
様
々
な
岩
窟
が
あ
り
、
護
摩

や
修
験
の
跡
、
仏
像
の
安
置
場
所
も
有
り
、

霊
山
に
相
応
し
い
趣
が
あ
る

高
岩
神
社
に
は

「裸
参
り
」
の
行
事
が
あ

り
、
旧
暦
の
小
正
月
に
、
ニ
ツ
丼
荷
上
集
落

の
裸
若
衆
が
、
藤
琴
川
で
楔
を
し
、
雪
の
参

道
を
駆
け
て
神
社
に
参
詣
す
る
。
元
々
は
徴

兵
検
査
前
の
若
者
が
武
運
長
久
を
祈
願
し
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
二
十
三
年
度
総
会
で
承
認

さ
れ
、
私
と
鎌
田
会
員
が
担
当
と
な

つ
た
。

目
的
は
、
秋
田
市
に
あ
る
霊
峰
。太
平
山
、

特
に
、
前
岳
か
ら
中
岳
ま
で
の
コ
ー
ス
は
、

四
季
を
通
し
て
の
人
気
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
が
、
女
人
堂
か
ら
前
岳

へ
の
歩
道
が
は
っ

き
り
せ
ず
、
殆
ど
の
登
山
者
は
、
前
岳
に
は

登
ら
ず
、
左
側
斜
面
の
回
り
道
を
通
り
、　
一

の
沢
分
岐
に
出
て
中
岳

へ
と
向
か
っ
て
い
る

が
、　
一
の
沢
コ
ー
ス
は

一
部
崩
壊
箇
所
が
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

秋
田
支
部
で
は
、
一
一年
前
に
前
岳
を
通
り
、

中
岳

へ
の
コ
ー
ス
が
分
か
る
様
に
、
案
内
板

と
標
柱
を
設
置
し
た
が
、
悪
質
な
登
山
者
に

よ
り
撤
去
さ
れ
て
し
ま
い
、
再
度
、
案
内
板

を
設
置
す
る
こ
と
に
し
、
私
が
秋
田
杉
材
を

準
備
し
、

「前
岳

へ
」

「女
人
堂
」

「中
岳

へ
」
と
彫
刻
し
作
成
し
た
。

十

一
月
六
日

（日
）
、
前
岳
登
山
口
ｏ
二

手
の
又
駐
車
地
に
十
四
名
集
合
、
天
気
は
曇

り
、
小
雨
模
様
で
心
配
だ
っ
た
が
、
こ
の
日

を
逃
す
と
こ
れ
か
ら
は
雪
が
予
想
さ
れ
る
の

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

ミ
ー
テ
ン
グ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
、
案
内

板
や
作
業
用
具

一
式
を
分
担
し
て
背
負
い
、

八
時
三
十
分
出
発
。

雲
が
流
れ
て
お
り
、
天
気
は
ど
う
に
か
持

ち
そ
う
、
山
の
気
温
は
ヒ
ン
ヤ
リ
と
し
て
作

業
に
は
丁
度
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

ジ
グ
ザ
ク
の
急
な
登
山
道
左
右
の
、
黄
葉

し
て
い
る
オ
オ
バ
ク
ロ
モ
ジ
の
木
が
、
実
に

綺
麗
で
あ
る
。
途
中
、
ブ
ナ
の
倒
木
が
登
山

道
を
塞
い
で
い
る
の
で
、
鈍
、
鋸
で
処
理
を

す
る
。

金
山
滝
分
岐
で
小
休
止
。
ゆ
っ
く
リ
フ
ア

イ
ト
で
タ
イ
ム
も
順
調
で
あ
る
。

女
人
堂
を
通
過
し
、
九
時
五
十
分
、
前
岳

到
着
。
歩
道
整
備
と
案
内
版
設
置
に
取
り
掛

高岩神社

前岳山頂への案内版薮苅り作業
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か
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
草
刈
機
や
平
鎌
、
剪
定

バ
サ
ミ
な
ど
で
や
ぶ
を
払
い
、
案
内
板
を
取

り
付
け
る
。
女
人
堂
か
ら

一
の
沢
分
岐
ま
で

の
旧
道
も
無
事
に
復
活
、
多
く
の
登
山
者
が

よ
り
楽
し
く
安
全
に
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
う
。

昼
食
は
、
前
岳
山
頂
で
フ
ラ
イ
シ
ー
ト
を

張
り
、
賑
や
か
な
恒
例
の
昼
食
会
と
な
つ
た
。

下
山
時
に
は
、
女
人
堂
周
辺
歩
道
の
刈
り

払
い
も
行
い
、
十
四
時
四
十
分
駐
車
地
点
着
。

有
意
義
な

一
日
で
あ
っ
た
。

参
加
者
　
佐
々
木
（民
）

福
田
（光
）

柳
田

鈴
木
（裕
）

堀
井
　
鎌
田
　
佐
藤
（博
）

高
橋
（忠
）

石
川
　
柴
田
　
伊
藤
（秀
）

安
藤
（金
）

会
員
外
　
畠
山
（秀
）

永
田

十
二
月
四

（日
）
、
日
本
山
岳
会
年
次
晩
餐

会

・
懇
親
山
行
の
箱
根
駒
ケ
岳
、
神
山
に
参

加
し
た
。

参
加
者
は
、
尾
上
会
長
を
含
め
約
百
名
。

二
台
の
大
型
バ
ス
に
分
乗
し
て
、
箱
根
園
の

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
駅
に
到
着
。
地
元
静
岡
支
部

の
皆
さ
ん
の
出
迎
え
と
、
「み
か
ん
」
の
差
し

入
れ
を
い
た
だ
き
、
参
加
者

一
同
感
激
し
た
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
は
、
標
高
差
六
百
米
を
僅

か
七
分
で
登
る
。
眼
下
に
芦
ノ
湖
が
広
が
り
、

そ
の
先
に
白
い
雪
の
帽
子
を
被

っ
た
富
士
山

が
、
真
っ
青
な
空
を
背
景
に
答
え
て
い
る
。

ま
た
、
遠
く
相
模
湾
に
は
、
初
島
や
伊
豆
大

島
を
ハ
ツ
キ
リ
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
静
岡

支
部
の
皆
さ
ん
が
、
「地
元
の
者
に
と
つ
て
も
、

こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
天
気
は
め
ず
ら
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

階
段
状
の
道
を
登
る
と
、
す
ぐ
そ
こ
が
箱

根
駒
ヶ
岳
貧

〓
一五
六

ｍ
）
の
山
頂
だ
っ
た
。

山
全
体
が
草
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
山
頂
部

分
だ
け
は
岩
が
露
出
し
て
い
る
。
そ
こ
に
箱

根
神
社
の
前
身
で
あ
る
元
官
神
社
が
祀
ら
れ

て
お
り
、
安
全
登
山
を
祈
念
し
て
手
を
合
わ

せ
た
。

百
名
の
参
加
者
が
勢
揃
い
し
て
、
日
本

一

の
山
・富
士
山
を
借
景
と
し
て
の
記
念
撮
影
。

し
か
し
、
あ
ま
り
に
多
人
数
の
た
め
、　
一
人

一
人
が
豆
粒
の
様
で
、
良
く
顔
が
わ
か
ら
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
。

今
回
の
山
行
の
主
要
目
標
は
、
箱
根
の
最

高
峰

・
神
山
の
登
頂
だ
。
こ
こ
か
ら
見
た
だ

け
で
も
、
間
違
い
な
く
駒
ヶ
岳
よ
り
も
神
山

の
ほ
う
が
、
少
し
は
高
く
雀
え
て
い
る
様
に

思
え
る
。
ま
ず
、
草
原
状
の
斜
面
を
鞍
部
ま

で
下
る
。

我
々
を
追
い
越
そ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の

中
に
、
富
士
山
の
一
千
回
登
頂
を
達
成
し
、

前
日
の
晩
餐
会
で

「会
長
特
別
表
彰
」
を
受

け
た
賞
川
さ
ん
が
い
る
。
さ
っ
そ
く
握
手
し
、

記
念
写
真
を
お
願
い
し
た
。

さ
ら
に
進
む
と
、
防
ケ
沢
分
岐
に
出
る
。

左
に
下
る
と
芦
ノ
湖
に
達
し
、
右
に
進
む
と

早
雲
山
に
達
す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。

，」
の
「お

中
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
コ
ー
ス
を
十
年
以

上
前
に
、
雨
の
中
、
妻
と

一
緒
に
下
山
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。

こ
の
分
岐
を
神
山
を
目
指
し
て
直
進
す
る
。

箱
根
を
代
表
す
る
樹
木
で
あ
る
、
ブ
ナ

・
ミ

ズ
ナ
ラ

・
ア
セ
ビ

。
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
の
林
の
中

を
約

一
時
間
、
ゆ
っ
く
り
と
登
る
。

何
度
か
の
小
休
上
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、

突
然
、
「神
山
山
頂
」
と
書
か
れ
た
標
柱
が
現

れ
た
。

神
山

（
一
四
二
人
米
）
は
、
箱
根
の
最
高
峰

に
も
拘
わ
ら
ず
、
樹
木
で
覆
わ
れ
て
い
る
た

め
、
あ
ま
り
展
望
は
期
待
で
き
な
い
。
山
頂

ら
し
く
な
い

「山
頂
」
で
あ
る
。
狭
い
草
は

ら
で
、
昼
食
を
兼
ね
た
大
休
止
を
と
つ
た
。

満
腹
に
な
つ
た
と
こ
ろ
で
、
の
ん
び
り
と
下

山
を
始
め
る
。
樹
林
の
隙
間
か
ら
芦
ノ
湖

・

大
涌
谷
、
そ
し
て
富
士
山
が
時
々
見
え
る
。

や
が
て
冠
ケ
岳

へ
の
分
岐
に
着
く
。
冠
ケ
岳

（
一
四

一
二
米
）
の
山
頂
ま
で
は
、
十
分
程

で
往
復
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

箱
根
で
の
最
後
の
火
山
活
動
は
、
神
山
の

大
爆
発
で
あ
り
、
そ
の
時
、
早
川
が
堰
き
止

め
ら
れ
、
芦
ノ
湖
が
出
来
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
崩
壊
の
跡
が
大
涌
谷
で
あ
り
、

冠
ヶ
岳
は
、
溶
岩
が
盛
り
上
が
り
誕
生
し
た

と
の
事
で
あ
る
。
こ
う
し
た
火
山
活
動
に
依

る
も
の
な
の
か
、
下
山
道
は
大
き
な
岩
が
積

み
重
な
っ
た
上
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

好
天
の
も
と
、
大
涌
谷
か
ら
神
山

・
駒
ヶ
岳

へ
と
逆
コ
ー
ス
を
進
む
登
山
者
と
、
次
々
に

擦
れ
違
う
。
よ
う
や
く
真
正
面
に
端
正
な
富

士
山
の
姿
が
見
え
て
来
た
。

次
第
に
ガ
ス
の
臭
い
が
強
く
な
り
、
観
光

客
で
賑
わ
う
大
涌
谷
駐
車
場
に
到
着
。
振
り

返
る
と
、
岩
の
塊
が
突
き
出
た
様
な
冠
ヶ
岳

作業を終えて記念撮影

2011年 12月 4日  日本曲岳会籍根駒ケ岳・神山由行



日本 山 岳 会 秋 田支 部
(4)

が
荒
々
し
い
山
肌
を
見
せ
て
い
る
。
「雨
の
山

行
も
趣
が
あ
る
」
と
は
言
え
、
や
は
り
好
天

の
山
行
は
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
特
に
、
富

士
山
の
姿
に
感
動
さ
せ
ら
れ
た

一
日
と
な
つ

た
。
ゆ
っ
く
り
休
み
な
が
ら
、
約
四
時
間
の

実
に
楽
し
い
山
行
で
あ
っ
た
。

参
加
者
　
今
野

（昌
）

福
田

（光
）

佐
々
木

（長
）

十
二
月
二
日
午
後
六
時
か
ら
、
東
京
品
川

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー
で

開
催
。
四
二
五
名
参
加
。

秋
田
支
部
参
加
者
　
福
田
光
子
　
今
野
昌
雄

高
橋
浩
二

―
　
支
部
長
会
議
　
―

晩
餐
会
に
先
立
ち
、
本
会
会
議
室
で
開
催

今
野
（昌
）
副
支
部
長
出
席

二
十
四
年

一
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
二
日
、

本
会
会
議
室
で
開
催
。
　
　
鈴
木
（裕
）
出
席

会
議
は
、
新
法
人
に
移
行
す
る
た
め
の
支

部
規
約
を
中
心
に
、
公
益
法
人
と
し
て
の
予

算
、
決
算
に
つ
い
て
の
説
明
、
質
問
、
討
議

が
中
心
で
あ
っ
た
。

高
原
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
、
尾
上
会
長

の
挨
拶
は
、
会
費
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

会
な
の
に
、
は
た
迷
惑
な
法
律
に
振
り
回
さ

れ
て
い
る
、
大
変
な
事
に
な
つ
た
と
思
わ
な

い
で
協
力
し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
支
部
の
名
称
は
四
月

一
日
か
ら
公

益
法
人
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
本
年
は
四
月

一
日
は
日
曜
日

で
あ
る
が
、
本
会
理
事
会
を
開
催
し
、

「支

部
に
関
す
る
規
程
」
を
審
議

・
議
決
す
る
。

規
程
は
、
本
会
と
支
部
と
の
事
業
大
一計

・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
一
体
化
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
支
部
長
は
会
長
が
任
命
す
る
と
な
つ
て

い
る
。

各
支
部
で
は
、

「新
定
款
」
及
び

「支
部

に
関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き
、
四
月

一
日
に

は
新
法
人
に
移
行
出
来
る
よ
う
「支
部
規
約
」

を
作
成
す
る
よ
う
に
と
の
事
で
あ
つ
た
。

新
規
約
は
、
四
月

一
日
の
本
会
理
事
会
で

承
認
決
議
を
し
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
支

部
で
は
、
新
規
約

（案
）
を
制
定
し
て
二
月

上
旬
ま
で
に
提
示
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。

小
林
常
務
理
事
の
説
明
で
は
、
公
益
法
人

と
し
て
認
可
さ
れ
る
ま
で
は
、
文
科
省
の
審

議
は
厳
し
い
。
現
在
、
公
益
事
業
比
率
は
人

三

。
九
％
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
無
理
に
支

部
に
は
押
し
付
け
る
つ
も
り
は
無
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
公
益
事
業
を
行
わ
な
い
と

補
助
金
は
無
と
な
る
。

吉
川
会
計
士
か
ら
決
算
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、
領
収
書
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
る
。
そ
の
他
色
々
の
意
見
交
換
が
お
こ
な

わ
れ
、
募
集
登
山
の
安
全
性
に
つ
い
て
の
保

険
の
範
囲
等
が
話
し
合
わ
れ
た
が
、
結
論
は

出
な
か
つ
た
。

ま
た
、
各
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
か
ら
の
報
告
や
、

各
支
部
か
ら
の
二
十
四
年
度
事
業
に
つ
い
て

説
明
。
事
務
連
絡
は
、
四
国
支
部
が
三
十

一

番
目
の
支
部
と
し
て
二
月
十
四
日
設
立
。
全

国
支
部
懇
談
会
は
、
十
月
二
十
日

（土
）
～

二
十

一
日
、
千
葉
支
部
主
催
で
九
十
九
里
浜

で
開
催
。
懇
親
登
山
は
未
定
。
東
北

・
北
海

道
地
区
は
、
十
二
月
九
日
（日
）
～
十
日

（月
）

福
島
支
部
主
催
。
会
場
他
は
未
定
。
以
上
。

支
部
設
立
五
十
周
年
を
区
切
り
と
し
て
、

本
年
度
に
入
つ
て
か
ら
支
部
の
資
料
を
整
理

し
、
引
き
続
い
て
、
こ
れ
ま
で
秋
田
支
部
で

発
行
し
た
記
念
誌
や
秋
田
山
岳
の
合
本
、
海

外
登
山
の
報
告
書
等
を
県
内
の
一
部
図
書
館

に
寄
贈
し
た
。

報
告
書
の
一
部
不
足
も
あ
り
、
鈴
木
要
三
、

福
田
光
子
、
柳
田
勇
悦
、
鈴
木
裕
子
の
各
会

員
か
ら
提
出
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

支
部
会
員
の
出
版
し
た
山
岳
関
係
の
私
家
本

も
併
せ
て
寄
贈
し
た
。

（延
べ
約
百
冊
）

尚
、
各
図
書
館
で
は
保
管
場
所
が
狭
く
な

り
、
秋
田
県
関
係
以
外
の
本
は
受
付
し
て
い

な
い
。

寄
贈
先
　
県
立
図
書
館
　
秋
田
市
明
徳
館

秋
田
市
土
崎
図
書
館
　
横
手
市
立
図
書
館

寄
贈
図
書

支
部
設
立
四
十
周
年
記
念
誌

支
部
設
立
五
十
周
年
記
念
誌

「秋
田
山
岳
」
第

一
巻

「秋
田
山
岳
」
第
二
巻

日
台
友
好
南
湖
大
山

。
太
平
山
登
山
報
告

書ボ
ル
ネ
オ
島

。
キ
ナ
バ
ル
山
登
山
報
告
書

日
台
友
好
玉
山

・
雪
山
登
山
報
告
書

日
台
友
好
秀
姑
轡
山
登
山
報
告
書

韓
国
雪
嶽
山

・
五
台
山
登
山
報
告
書

韓
国
漢
撃
山

・
俗
離
山
登
山
報
告
書

韓
国
俗
離
山

・
月
岳
山

。
鳥
嶺
山

・
小
自

山
登
山
報
告
書

韓
国
徳
裕
山

・
伽
耶
山
登
山
報
告
書

私
家
本
　
長
岩
嘉
悦
　
　
吉
川
信
市

佐
々
木
民
秀
　
鈴
木
裕
子

佐
々
木
民
秀
会
員

日
本
の
峰

・
千
二
百
峰
登
る

本
格
的
に
登
山
活
動
を
始
め
て
か
ら

五
十
五
年

（
一
年
も
休
ま
ず
皆
勤
）
、

こ
の
間
に
、
国
内
の
峰
々
千
三
百
峰
を

登
り
越
す
。
基
準
と
し
て
は
、
国
土
地

理
院
発
行
地
図
や

一
部
の
登
山
用
地

図
、
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
の
地
図
に
記
さ
れ

て
い
る
峰
々
を
拾
い
上
げ
た
も
の
。

中
央
地
区
山
岳
協
議
会
の
太
平
山
遭
難
救

助
協
力
員
と
し
て

（平
成
二
十
四

・
二
十
五

年
度
）
秋
田
支
部
の
次
の
会
員
を
登
録
し
ま

し
た
。

佐
々
木
民
秀
　
鎌
田
倫
夫
　
安
藤
金
栄

柴
田
勧
　
今
野
昌
雄
　
伊
藤
秀
雄

三
浦
員
六

佐
藤
安
弘
　
堀
井
弘

鈴
木
裕
子

他
団
体
か
ら
の
登
録

若
月
寿
　
打
矢
道
雄
　
佐
藤
博

柳
田
勇
悦
　
福
田
光
子
　
長
岡
幸
則

大
橋
忠
雄
　
川
口
廣
志
　
佐
藤
栄
治

号
二
頁
上
段
　
参
加
者
に

雄
を
加
え
る
。

訪
台
登
山
を
計
画
中

台
湾
南
部
に
あ
る
北
大
武
山

へ
の
登
山
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。
五
月
予
定
。

曇全[]


